
平成 28年度 視察報告 

 

 

１、視察（研修）期間 

 平成２８年１０月３日（月） 

 

２、視察（研修）先 

   福岡県うきは市役所  

 

３、視察（研修）項目 

   地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）を活用した政策形成について 

    

４、視察（研修）の目的 

   行政として的確かつ効率的に産業政策を打ち出すにあたって、その根拠

となる地域経済の現状やポテンシャルの分析が不可欠であり、うきは市が

総合戦略策定にあたって積極的にＲＥＳＡＳの分析結果を活用された具体

的事例や効果、今後の課題等について調査研究する目的で視察した。 

 

５、視察（研修）内容 

【経緯】 

 うきは市は、２００５年に２町が合併して誕生した人口３万１千人の市で、

果樹・米・麦などの農業や製材などの林業が主要産業で、国民保養温泉地にも

指定された観光地でもある。 

「人口ビジョン」「地方版総合戦略」の策定にあたって、「うきは市ルネッサ

ンス戦略検討本部」を中心にＲＥＳＡＳを積極的に活用し、分析結果も随所に

使用している。 

 



【活用状況】 

 ＲＥＳＡＳの活用によ

り、人口流出の原因、う

きは市の産業特性とポテ

ンシャル、現状の観光戦

略の問題点を具体的に把

握。 

・人口：人口マップを活

用し、将来にわたる人口

減少の様子を再確認する

とともに、From-To 分析

で年代ごとの人口流出先

を把握し、原因推測と対

応策を検討。今後の展開として、住居と仕事のマッチングを図り、Ｕターン者・

移住者の増加をねらうとともに、連携中枢都市圏構想の中での連携も検討して

いる。 

・産業：産業別事業所構成に占める割合の高い製造業について、雇用貢献度・

コネクター度・ハブ度などの観点から導き出された可能性を分析し、優先的に

誘致すべき企業や産業分野を明確化し施策の特化につなげている。 

 また、飲食店や卸売業・小売業、無店舗小売業の企業数分析から、産業を絞

っての若者の創業支援・経営者の若返り・意欲ある若者の呼び込みなど、「うき

はのしごと拡大プロジェクト」に結びつける予定。 

 

・観光：温泉や白壁土蔵の街並みなどの資源がありながら日帰り観光中心とな

っている現状のなかで、人の動きをリアルタイムに把握し、宿泊・飲食の経済

循環や流動人口の多い地域との広域観光ルート開発や連携ＰＲに力点を置いた

取り組みを検討。 

 

 誰でも使えるが、行政限定メニューにはアクセスキーが必要 

 

【今後の予定】 

 若手職員を中心にＲＥＳＡＳサーフィンを勧めることや、ＲＥＳＡＳを導入

する部署の拡大とともに、市内ワークショップや自治組織での活動計画検討の

場での活用、政策コンテスト、学校教育への導入などを検討中 

 

 



６、考察 

今回、吉岡副市長から直々に説明していただいたが、「見せ方」という観点も

含め、ビッグデータのもつ可能性とその活用による創造性をＲＥＳＡＳという

ツールが大きく開いていると感じた。 

元データは帝国データバンクのものらしいが、ビーコンによる観光客の行動

調査やカーナビのデータなど、民間のもつ人やカネの流れ等、リアルタイムの

情報を取り込むことでさらにポテンシャルは高まる。 

必要な数値やグラフなどがコストも手間もかからず、画面のクリックだけで

抽出・作成できるため、いろいろ仮説を立て検証してみたり、客観的な裏づけ

として把握ができたりと、職員の肌感覚とあわせてうまく活用すればモチベー

ションのアップにも資する有用な道具である。 

このツールを使いこなす職員のセンスは求められるが、産業連関表などのよ

うに作成にも活用にも技術が必要ではないため、直感的で手軽に使えるメリッ

トは大きい。 

ただ、精度的には分野によってデータのタイムラグもあって、これだけに頼

りすぎるのは危険だが、現場でのヒヤリングなども加味しながら、うまく活用

していくべきであると考える。 

うきは市ではキーパーソンである副市長が自ら率先してＲＥＳＡＳの活用を

推進しており、使えるものは大いに使って活かしていくという強い思いと決断

が感じられた。 

高山市に当てはめていえば、こうしたデータに基づく人やカネの流れなどの

分析＝「客観」に対する、施策の方向性＝「主観」が弱いような気がしており、

「選択と集中」について、もっとダイナミックに踏み込んでいいのではないか

との印象も受けた視察であった。 

  



１、視察（研修）期間 

 平成２８年１０月４日（火） 

 

２、視察（研修）先 

   山口県柳井市 「やない白壁の町並み周辺」 

 

３、視察（研修）項目 

   重要伝統的建造物群保存地区の保存と活用について 

 

４、視察（研修）の目的 

   他市における伝建地区の保存と活用について、視点や取り組み内容を調

査し高山市の取り組みに活かすため。 

 

５、視察（研修）内容 

【経緯】 

 昭和５９年に重要

伝統的建造物群保存

地区に指定。 

 白壁と格子窓の町

並みは、延長約２００

ｍの街路に面した両

側に江戸時代の商家

の家並みが続き、間口

が狭く奥行きの長い

建物は高山と同じで

「うなぎの寝床」と呼ばれる江戸時代の商家の造り。 

夏の祭り時期には、柳井を代表する民芸品「金魚ちょうちん」がまちなみの

軒に飾られて風情を醸し出すらしいが、台風が接近する予報のため取り外され

たと聞く。 

柳井の特産品でもある独特の製法による甘露醤油の蔵が、かつては７軒あっ

たが現在は２軒に減少。 

 

 

 

 

 



【活用状況】 

 松本清張の「花実のない森」のなかで「白壁と川のある街」と紹介された 

 近世後半に建築された本瓦

葺で白い大壁造の町屋が建ち

ならび、保存状態が良好である。 

また、早くから電線の地中化

が進められ、特色のある石畳の

道すじはゆっくり散策ができ

る落ち着きのあるたたずまい。 

 商家や町屋がのこる２００

ｍの通り沿いに当時の豪商の

屋敷「商家博物館むろやの園」

や重要文化財の「国森家住宅」、

「国木田独歩旧宅」など見どころも多い。 

 夏の金魚ちょうちん祭りの前後には、夜まで軒先に金魚提灯を吊るして風情

を醸し出す努力もされている。 

 

６、考察 

 全国に１１０ヶ所選定

された伝建地区のなかで、

規模は小さい方だが往時

の面影をしのばせる風情

にあるまちなみに感じ入

った。 

 静かなたたずまいが魅

力ではあるが、にぎわいの

創出という観点からする

と工夫の余地はあるかも

しれない。 

伝建地区に指定される

ことについては、様々な規制がかかることに躊躇する向きもあったようで、指

定の直前に改装されたという店舗が若干の違和感を抱かせた。 

 まちなみ保存会も組織されており、案内して下さったボランティアガイドの

山近絹代さんは、全部で２３人いるガイドの１期生とのことで、よどみのない

説明もさることながら、このまちなみが大好きであるということを感じさせ、

１時間の案内があっという間に過ぎた感。 



 高山のように土産物店ばかりでは味気ないが、地域経済の活性化につながる

ものがないと、居住者のの高齢化や世代交代などで町並みの魅力喪失に向かわ

ないかという危惧も覚えた。 

 

 

 

  



１．視察期間 

  平成２８年１０月５日（水） 

 

２．視察先 

  山口県 周防大島町 

  周防大島は、山口県東南部に位置し、愛媛県との県境に浮かぶ面積１３８

１．１７Ｋｍ²の瀬戸内海で、３番目に大きな島。産業はみかんを中心とし

た農業、イワシ漁などの漁業である。また日帰り客の観光業も主になって

いる。島の人口も１９８０年に３２，０２１人だったが、２０１６年の現

在は１７，３８２人と減少。さらに１４歳以下の人口も１，１７９人と少

子化が続いている。 

 

３．視察項目 

  キャリア教育とコミュ二ティ・スクールについて 

 

４．視察の目的 

  地域に愛される学校とは何か。地域と学校のつながりなど、地域とともに

ある学校づくりを目指した取り組など、今、全国的に進められているこう

した取り組みを研究したい。 

 

５．視察内容 

  概要 

  （１）周防大島町コミュ二ティ・スクールの特徴 

   目的：教職員、保護者、地域住民の協働により子どもたちの豊かな成長 

     を支えていく。スーパーバイザーが町内５中学校を中心に地域との

つながりを持ち、学校を核としたまちづくり、地域づくりを進める 

 

  （２）予算：町単独予算にコミスク事業（平成２６年～平成２８年）３年

間計画 

     平成２６年度２，２７４千円 平成２７年度２，１６６千円 

     平成２８年度２，０６９千円 

 

   

（３）文部科学省・県教育委員会の事業活用 

   平成２５・２６年度コミュニティ・スクール導入に関する実践研究指 

（久賀小・中） 



平成２８年度コミニティ・スクールコンダクター事業（県教委の委託事業） 

（２，７００千円） 

 

（４）町の後継者づくり・地域のつながりをめざしたコミニティ・スクール 

  （久賀中学校）での取り組み 

   平成２５年度・コミニティ・スクール設置の研究指定（２年間） 

   学校長は、地域貢献、地域にどうつながっていくかを考えた 

   生徒が体験を通して町の後継者に、中学生のときから若い大人との交流 

 

   「伝統行事に中学生の参加」「商工会青年部との連携」した取り組み 

   ○引山太鼓…保存会の練習に教職員の参観、授業に導入し、中高連携の 

発表会で発表 

   ○土曜夜市…実行委員会にゴミボランティアを提案、商工会から、ロゴ 

    マーク作成とお化け屋敷受付の依頼、商工会青年部の指導のもと、出

店に向け起業体験を通して若い大人と知り合いつながりができた 

 

（５）町内のコミニティ・スクール 

   学校運営協議会 

   ○委員…平均１３．７人、民生委員児童委員、老人クラブ、婦人会、社

会福祉協議会、（商工会、自治会、幼保小中、元教員（大学教授）、 

ＰＴＡ役員、コーディネーター等 

   ○開催回数…年平均４．４回 

   ○協議の内容 

    ・校長の基本方針の承認 

    ・学校支援…地域は学校に何ができるか 

    ・地域貢献…学校は地域に何ができるか 

    ・学校評価アンケートの結果と対策 

    ・網紀保持に取り組み 

    ・中学校統合の取り組み 

    ・その他（学校の様子、地域の声） 

 

   ●学校支援では、月１回ドリル学習として、地域の方が学習の応援を通 

して子どもと大人がつながっている。さらに卒業生が母校で後輩の 

学習を応援してつながる。 

   ●地域貢献では、敬老会で、小学生が高齢者の体力測定をサポート 

    地域の方の健康増進でつながる。 



   学校が伝統文化の復活を呼びかけ途絶えていた県指定無形民俗文化

財「なむでん踊り」を復活、祭りの継承に貢献している。 

      

    

 

（６）キャリア教育 

 

    キャリア教育とは、夢や希望を持ち、一人の社会人として自立できる、 

    自分にふさわしい生き方を実現しようとする意欲や態度、能力の育成 

    自ら（自立）ともに（協働）よりよく（創造）生きる力の育成 

    その人の持っている力を最大限に発揮するためのサポートをする  

    

周防大島町教育委員会 学校教育課 コミュ二ティ・スクールスー 

パーバイザーにより取り組む 

 

○キャリヤ教育の推進として、１中から４中へ：合計１００時間 

 

学校名 開始年       テーマ                       

東和中学校 

 

 

平成２２年度  ２年：起業体験「アントレ」   

３年：夢の逆算「夢のかけ橋」 

総合的な学

習の時間 

大島中学校 

 

平成２６年度  １年：職業見学プレゼン 

２年：キャリア相談「全員」 

１．２年：校内ハローワーク 

⒈．２．３年：島の活性化プレゼン 

総合的な学

習の時間 

安下庄中学校 平成２７年度  ２年：社会見学、民泊サポート 

３年：中学校ＰＲサイトの制作 

総合的な学

習の時間 

久賀中学校 平成２８年度  全学年：アフタースクールＰＪ    放課後 

  

 

○平成２８年度、東和中学校３年生キャリア教育「夢のかけ橋」 

  育む６つの能力：郷土への誇り、自己理解能力、キャリアプランニング能 

 力、ＩＣＴ活用能力、プレゼンテーション能力、作文能力、を学習し、 



ふるさとに誇りを持ち自ら未来を切り拓くため、将来に実現したい 

「職業」夢を自らがプランニングすることで、未来志向の職業観、ふるさと

志向の人生観、起業家型の勤労観を養うことで、将来どこにいても心は周防

大島の応援団である 

 

 

６．考察 

  コミュニティ・スクー

ルは、これまでの、「地

域に開かれた学校」か

ら一歩踏み出し、地域

でどのような子ども達

を育てるか、何を実現

するかを地域が一体と

なって子ども達を育む

「地域とともにある学

校」づくりである。 

 

今、少子化による人口減少や過疎化と言った危機的な課題がある中で、 

将来を見据えた町の後継者づくりを教育の現場で学校と地域が連携・協働し

一体となって子どもたちを豊かに育てるとともに、地域に貢献する「地域と

ともにある学校」を目指した取り組みである。 

 また、各４地区の小中学校運営協議会が「協育ネット」を結び連携して情

報を共有、それぞれの特色ある学校づくりをしている。 

こうした、コミュニティ・スクールの導入にあたっては、教育長の熱い 

思いがあってのことであると感じた。 

   また、コミュニティ・スクールと一貫したキャリア教育の取り組みでは、 

  民間からの人材・スーパーバイザーにより、中学生から起業体験や将来の

夢へのプランニングが進められていることにとても感銘を受けた。 

   さて、高山市においては、地域に開かれた学校づくりが行われており、 

  地域と連携した郷土教育や伝統文化の継承など進められているところであ

り、今回の視察で学んだ取り組みを参考に、今後の研究材料として深めて

まいります。 

 


